
社会福祉
法　　人　杉並区社会福祉協議会

平成２７年度　事　業　報　告　書



１ 会員の拡充と財政基盤の強化

（1）賛助会員数及び会費 （会費単位：円）

年　　度

区　　分

（2）活動会員数

（3）寄　　　付

　①寄　付　金　

（法人運営） 一般寄付 　　63件 2,914,193円

指定寄付 2件 751,651円

（長寿応援基金） 指定寄付 7件 8,800,866円

合計 72件 12,466,710円

　②寄 付 物 品 ・お米 4件　

・使用済み切手等　　　　　　　　　　　　件5件　

・車イス 1件　

・タオル等 1件　

合計 11件　

6,141,397 5,853,240 6,013,200 5,743,000

平成26年度

733

平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度

2,458 2,500 2,634 2,493

21 24

200,000 238,000 233,000 302,000

142 144 148 141

2,018,000 1,931,000 2,044,000 1,963,000

72 68 70 72

309,000 255,000 247,000 265,000

165 170 176 180

348,000 372,000 384,000 391,000

2,059 2,094 2,219 2,076

3,266,397 3,057,240 3,105,200 2,822,000

会　員　数 717
※ホームヘルプ・ファミリーサポート
協力会員等

企　業　会　員

会　員　数 30

会　　　費 295,000

20 24

団　体　会　員

会　員　数 78

会　　　費 326,000

平成27年度

個　人　会　員

会　員　数 2,010

会　　　費 3,043,136

合　　計

会　員　数 2,421

会　　　費 5,980,136

施　設　会　員

会　員　数 157

会　　　費 340,000

地 域 団 体 会 員

会　員　数 146

会　　　費 1,976,000
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１ 社会福祉事業

27年度 26年度 増減

１ 法人運営会議 418 408 10

　健全な組織運営を行うために理事会・評議員会を開催する。
　主に予算・事業計画、決算・事業報告など組織の重要案件について
協議、議決する。
◇（1）理事会
　第1回　5月26日（火）午前10時から11時25分
   議案第 1号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会　評議員の
　　　　      選任について
   議案第 2号 平成26年度事業報告
   議案第 3号 平成26年度各会計決算報告及び監査報告
   報告第 1号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会評議員公募に
　　　　　　　関する選考について
   報告第 2号 平成26年度歳末たすけあい運動結果報告
   報告第 3号 平成27年度資金管理計画について

　第2回　5月28日（木）午前10時から10時30分
   議案第 4号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 会長の選任
　　　　 　 　について
   議案第 5号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 副会長の選任
　　　　　　　について
   議案第 6号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 常務理事の
   　　　　　 指名について

　第3回　10月26日（月）午前10時から11時30分
   議案第 7号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 欠員に伴う
　　　　　　  評議員の選任について
   議案第 8号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 個人情報
　　　　　　　保護規程の一部を改正する規程
   議案第 9号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 特定個人 
   　　　　　 情報取扱規程の制定について
　 議案第10号 平成27年度第一次補正予算
   報告第 4号 平成27年度杉並区社会福祉協議会上半期事業報告
   報告第 5号 平成27年度杉並区社会福祉協議会行動計画第2四半期
　　　　　　　達成度
   報告第 6号 平成27年度歳末たすけあい運動実施要綱報告

　第4回　12月22日（火）午前9時30分から10時10分
   議案第11号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会職員給与規程の一部
　　　　  　　を改正する規程

　第5回　 3月23日（水）午前10時00分から12時00分
   議案第12号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会就業規則の一部
　　　　 　　 を改正する規則
　 議案第13号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会非常勤職員規程の
　　　　　　　一部を改正する規程
　 議案第14号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会代替非常勤職員規程
　　　　　　　の制定について
   議案第15号 交通遺児基金の一部取り崩しについて
   議案第16号 平成27年度第二次補正予算
   議案第17号 平成28年度事業計画
   議案第18号 平成28年度予算
   報告第 7号 非常勤職員の報酬月額及びパートタイマー職員の賃金等
              の改定について
   報告第 8号 平成27年度行動計画 各事業達成度と次年度への課題点
   報告第 9号 あんしん未来支援事業の見直しについて
　 報告第10号 ささえあいサービス未来会議報告

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

１　地域福祉推進
　　事業

(1)法人運営
　 事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

 (2)評議員会
　第1回　5月26日（火）午後2時から3時00分
   議案第 1号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会　役員の選任
　　　　 　　 について
   議案第 2号 平成26年度事業報告
   議案第 3号 平成26年度各会計決算報告及び監査報告
   報告第 1号 平成26年度歳末たすけあい運動結果報告
   報告第 2号 平成27年度資金管理計画について

　第2回　10月26日（月）午後1時30分から2時40分
   議案第 4号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 個人情報
　　　　　　　保護規程の一部を改正する規程
   議案第 5号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会 特定個人 
   　　　　　 情報取扱規程の制定について
　 議案第 6号 平成27年度第一次補正予算
   報告第 3号 平成27年度杉並区社会福祉協議会上半期事業報告
   報告第 4号 平成27年度杉並区社会福祉協議会行動計画第2四半期
　　　　　　　達成度
   報告第 5号 平成27年度歳末たすけあい運動実施要綱報告

　第3回　12月22日（火）午前10時45分から11時15分
   議案第 7号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会職員給与規程の一部
　　　　  　　を改正する規程

　第4回　 3月23日（水）午後2時00分から3時10分
   議案第 8号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会就業規則の一部
　　　　  　　を改正する規則
　 議案第 9号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会非常勤職員規程の
　　　　　　　一部を改正する規程
　 議案第10号 社会福祉法人杉並区社会福祉協議会代替非常勤職員規程
　　　　　　　の制定について
   議案第11号 交通遺児基金の一部取り崩しについて
   議案第12号 平成27年度第二次補正予算
   議案第13号 平成28年度事業計画
   議案第14号 平成28年度予算
   報告第 6号 非常勤職員の報酬月額及びパートタイマー職員の賃金等
              の改定について
   報告第 7号 平成27年度行動計画 各事業達成度と次年度への課題点
   報告第 8号 あんしん未来支援事業の見直しについて
　 報告第 9号 ささえあいサービス未来会議報告

 (3)監査
  ①平成26年度杉並区社会福祉協議会・監査
　　日時：5月14日（木）午後1時から4時00分
　　議題：平成26年度杉並区社会福祉協議会事業報告及び各会計
          決算並びに財務諸表の検査

２ 組織基盤の強化
　実施計画（平成26～30年度）に掲げた事業等を円滑に実施すると
ともに、地域福祉の推進役としての役割を果たしていくために組織
基盤の強化を図る。
 (1)資金管理計画の策定
　　杉並区社会福祉協議会資金管理方針に基づき、資金管理計画を
　　策定し、適切な資産管理を行った。

　 　　・平成27年度資金管理計画を策定し、理事会・評議員会に
　　　報告した。

☆(2)新たな事業資金の確保
　　福祉課題に柔軟に取り組むための財源を確保するため、以下の
　　取り組みを行った。

１　地域福祉推進
　　事業

(1)法人運営
　 事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　　①企業・団体への寄附の呼びかけ
　　・寄附金の所得控除や税額控除を受けられることも含め、広報紙に
　　　よる呼びかけを行った。
　　②遺贈・香典返しの寄附を呼びかけるPR活動の実施
　　・平成27年度は実施しなかった。

☆(3)空き家・空き店舗利活用の検討
　　　地域に増えている空き家・空き店舗を地域福祉活動の拠点とし
　　て利活用できないか、検討する。
　　①先行事例の視察
　　・先行して取り組んでいる世田谷社協の視察、調査を行った。
　　②社内検討会の立ち上げ
　　・区や民間団体の取り組みの情報集約と具体的な進め方の
　　検討を行った。　

☆(4)新たな研修体系の策定と運用
　　　策定した人材育成計画に基づき、単年度の研修計画を作成し、
　　職員研修を実施した。
　　①年間研修計画作成及び実施
　　・単年度計画（平成27年度）を策定し、全職員に向けて
　　　「人材育成計画」の説明を行った。
　　・6月26日・30日　会計研修を実施した。
　　・7月23日　救命講習を実施した。
　　・10月14日・15日・16日　個人情報保護研修を実施した。
    ・1月27日、3月10日　コミュニティーソーシャルワーク研修
　　　を実施した。
　　・2月17日　障害者差別解消法について研修を実施した。
　　②職員履歴管理システムを活用し、職員の研修受講状況等を
　　　管理する。
　　　・今年度受講履歴の随時入力を行った。

☆(5)主体的キャリアアップの奨励
　　　職員の力を伸ばし､組織運営に活かすため以下の取り組みを
　　行った。

　 　　①職員提案制度の検討
　　・新たな事業提案や現状の改善提案を募る｢職員提案制度｣の　
　　　創設に向けて検討した。　　　　
　　②資格取得助成制度の活用（目標　2人）
　　・資格取得について、人材育成計画の中に位置付けし、勧奨を
　　　行った。　（今年度の助成制度活用者実績はなし）

 (6)会員組織の強化 1,018 746 272

　　　会員増強と既存の地域組織との関係性を強化するため、既存
　 　　会員の継続強化と新規会員の拡大に努める。

　　　特に企業会員の減少が大きいため、広報等を活用し、支援
　　企業を紹介する等の工夫をしながら会員勧誘を行う。(目標数25）
　　①新規会員勧誘
　　・荻窪法人会、杉並法人会の全会員に向けて事業の周知及び会員
　　　への勧誘を行った。
　　・会費振込用紙付広報紙「すぎなみ社協（特別号）」の活用
　　　（5月10日発行）
　　・すぎなみフェスタやイベント等で積極的に入会勧奨を行った。
　　②既存会員の維持
　　・会員に継続加入の依頼を行った。（2月）
　　・「杉並社協　感謝のつどい」の開催
　　　　日　時：11月28日（土）　午後1時から4時まで
　　　　内　容：地域福祉協力者表彰、事業報告
　　　　　　　　映画「人生いろどり」
　　　　会　場：セシオン杉並・ホール
　　　　参加者：276名　 参加費：賛助会員無料、一般1,200円

１　地域福祉推進
　　事業

(1)法人運営
　 事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

３ 部会 1,152 1,152 0

　地域の様々な福祉的課題に対して、その課題を共有し、課題の解決
に向けた取り組みを社会福祉協議会と連携の下、活動していくために
部会を組織する。
 ◇(1)保育部会
　区内公立・私立保育園により組織し、保育園の社会的役割、子ども
の健やかな成長と大人の責任、保育者の専門性を確立するための活動
に助成した。
　・研修費　70,000円

　  ◇(2)民生委員・児童委員部会
　民生委員・児童委員活動及び児童福祉に関する事業に助成した。
　・民生・児童委員の活動助成　432,000円

 ◇(3)支部活動費の助成
　区内13支部に対し社会福祉の実践と増進を目的に助成した。
　・650,000円（1支部あたり　50,000円）

(2)広報事業 　社協活動を積極的に周知し、わかりやすい社協をめざす。 10,582 10,858 △ 276

　社協の存在を知ってもらい、理解を得られるように新たな
プレゼンテーションツールの開発に取り組み、ホームページ、
社協の各種講習会、区内のイベント等で活用し、社協の周知を図る。
１ 「すぎなみ社協」の発行（年間6回）
　　　社協事業に関わる区民の活動を写真で伝えるなど、理解と
　　共感の輪を広げる紙面づくりを行った。
　　　・167,000部×5回（7月、9月、11月、1月、3月）
　　　・5月発行分の4面に社協会員振込用紙を印刷
　　　　289,000部（各戸ポスティング）×1回
　　　・全発行分　音声コード入り

・社協紹介（Q＆A）・事業紹介・賛助会員募
集・くらしのサポートステーション平成27年5月10日

168号
・夏のボランティア体験・地域福祉権利擁護事
業概要・平成26年度決算及び事業報告・ささえ
あう地域福祉の輪・あんしんサポート講演会・
ささえあいサービス協力会員募集・生活福祉資
金教育支援資金説明会・はじめてのボランティ
ア説明会

・赤い羽根共同募金・すぎなみ地域福祉ﾌｫｰﾗﾑ
2015・ボランティア地域活動見本市・ささえあ
う地域福祉の輪・はじめてのボランティア説明
会・「福祉なんでも相談」ミニ講演会・赤い羽
根共同募金の配分申請（地域配分）・生活福祉
資金教育支援資金説明会・杉並社協感謝のつど
い

平成27年9月10日

発行日

・歳末たすけあい運動・杉並社協 感謝のつど
い・生活福祉資金（教育支援資金）案内・訪問
育児サポーター事業・福祉なんでも相談（街頭
相談会）・車椅子貸し出し事業案内・ささえあ
う地域福祉の輪・寄付の依頼・はじめてのボラ
ンティア説明会・入れ歯の寄付の依頼・あんし
んサポート講演会

主　な　記　事
167号

170号

平成27年7月10日

169号

１　地域福祉推進
　　事業

(1)法人運営
　 事業

平成27年11月10日
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

(2)広報事業

２ 杉並社協ハンドブックの配付
　・イベントや各事業において改訂したハンドブックを配布した。
３ 一般向けリーフレットの作成
　・新規事業、寄付金控除の記載を改訂したリーフレットを発行し
　　配布した。
４ 杉並社協ホームページの運営管理
  ・各係に働きかけ新着情報等の情報を更新した。
☆５ 新たなプレゼンテーションツールの開発
　・多世代に向けた案内ができるよう、動画等を含めた新たな
   メディアについての検討に着手した。

１ すぎなみ地域福祉フォーラム2015の開催 1,182 866 316
　地域におけるつながりを区民とともに創り上げる対話の場として
　企画、開催した。　
・テーマ「なぜつながるの？心地よさからはじめる一歩」
・社内実行委員会の開催（5回）
・広報活動：町会自治会等へのチラシ配布、区報掲載　など
・日時　　10月25日（日）午後1時から5時まで
・会場　　西荻地域区民センター
・内容及び参加人数
【基調講演会】
「なぜつながるの？心地よさから始める一歩」
　　講師：菱沼幹男さん（日本社会事業大学福祉計画学科　准教授）
　　参加人数：78名
【分科会】
テーマ①「考えてみよう！心地よい居場所って？」
　ファシリテーター：広石　拓司さん（株式会社エンパブリック代表）
　実践報告者：田中　奈那子さん（西荻北きずなサロン運営者）
　　　　　　　みやけようこさん（おかんめし。代表）
　　　　　　　瑠璃川　正子さん（荻窪家族プロジェクト代表）
　参加人数：29名
テーマ②「マップでつなげる～動いて、知って、知らせよう！～」
　ファシリテーター：樋口　蓉子さん
　　　　　　　　　　（オープンリビングけやきの見える家代表）
　実践報告者：秋山糸織さん（オープンリビングけやきの見える家運営者）

　　　　　　　奥秋圭さん、奥秋亜矢さん（西荻案内所　運営者）

　　　　　　　曽山恵理子さん（こどもコワーキングbabyCo代表）

　参加人数：27名
【企画展・再発見！すぎなみマップ展】
　来場者：69名

(3)普及啓発
   事業

・ささえあいサービス事業紹介・きずなサロン
及び「きずなサロン運営のい・ろ・は」紹介・
赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動実績報
告・ささえあう地域福祉の輪・3.11を胸にきざ
みつづける・くらしのサポートステーション開
設から1年・ささえあいサービス協力会員出張説
明会

・地域とつながる第一歩へ・会長あいさつ・福
祉なんでも相談事業紹介・杉並ファミリーサ
ポートセンター事業紹介及び協力会員募集・す
ぎなみ地域福祉フォーラム2015報告・歳末たす
けあい運動（街頭募金報告）・ささえあう地域
福祉の輪・「きずなサロン」運営のい・ろ・は
・平成28年度地域福祉活動費助成の案内・あん
しんサポート講演会・はじめてのボランティア
説明会・読者アンケート

平成28年1月10日

172号

１　地域福祉推進
　　事業

平成28年3月10日

171号
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　地域住民が主体となって身近な課題を拾い上げ、小地域単位の地域
特性にあった活動を行い、住民相互の地域活動により顔の見える関係
づくりを進めるため、支援事業を行った。

１ きずなサロン支援事業
　  (1)きずなサロンの立ち上げ支援や運営支援 2,032 3,485 △ 1,453

　地域の有志によるサロン活動の立ち上げ支援や運営支援を行った。
　気軽に立寄り、お茶を飲みながら、地域住民同士の交流を図る場
を支援した。（全39か所、設立順、★印は新規立ち上げ）
　延べ開催数：586回  参加人数：9,707名（平成28年3月31日現在）

１　地域福祉推進
　　事業

(4)小地域福祉
活動推進事業

きずなサロン
Ａ

毎月第4月曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

ギャラリーＡ
（永福2-57-8）

11 94

きずなサロン
さくら

毎月第2水曜日
午後1時

　　　〜3時30分

和泉サナホーム
（和泉4-16-10）

12 295

○小地域福祉活動ﾆｭｰｽ｢さくらだより｣の発行
和泉近辺にまつわる話、サロンの情報などを知らせ
るために、小地域広報紙を年4回発行。
　1回の発行部数：約3,000部

きずなサロン
 ハートto
Heart

毎月第2･4火曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

阿佐ヶ谷中学校
（阿佐谷南1-17-3）

25 1244

○小地域福祉活動ﾆｭｰｽ｢阿佐谷きずな｣の発行
阿佐谷にまつわる話､福祉の情報､話題などを区民に
知らせるために小地域広報紙を隔月で発行｡
　発行日：偶数月5日、発行部数：2,600部
○＜拡大版サロン＞　6月13日13：00～15：30
通常のきずなサロンを基本に、地域の団体（ケア24
成田、東京第3友の会、もったいない倶楽部）に協
力してもらい、拡大版きずなサロンを細田工務店リ
ボン館にて開催。当日の参加者は74名。

阿佐谷北
きずなサロン

毎月第2日曜日
午後1時〜3時

自宅開放（伊藤宅）
（阿佐谷北3丁目）

3月に終了
11 59

下高井戸
きずなサロン

毎月10日
午後1時〜4時

自宅開放（寺田宅）
（下高井戸5丁目）

3月に終了
0 0

730

荻窪
きずなサロン

毎月第2水曜日
午後1時〜3時

荻窪ふれあいの家
（荻窪2-29-3）

12 54

高円寺北
きずなサロン

毎月第1･2･3･4
火曜日

午後1時〜3時

ゆうゆう高円寺北館
（高円寺北3-20-8）

46

きずなサロン
名称

開催日 会　　場
開催
回数

参加
人数

ふれあいサロ
ンきずな

毎週金曜日
午後2時〜5時

ゆうゆう堀ノ内松ノ木
館多目的室

（松ノ木2-38-6）
52

1426

<開設18周年記念行事>「お花のプレゼント」
　5月29日午後2時から5時まで

－7－



27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

(4)小地域福祉
活動推進事業

１　地域福祉推進
　　事業

<ミニイベント>
毎回、音楽コンサート、落語会、クリスマス会等を
開催　野菜のお土産あり

きずなサロン
花の街

毎月第2水及び
第4火曜日

午後12時〜4時

フリースペース花の街
（下井草4-28-12)

21 65

きずなサロン
海山

毎月第4木曜日
午後2時30分

　　　　〜5時

喫茶 海山
（下井草3-4-1）

8 20

きずなサロン
庵

毎月第4日曜日
午後1時～3時

西松会館
（松庵2-13-24)

12 209

すくすく子育て
サロン和田堀

毎月第3水曜日
午後1時30分

　　　　　〜3時

和田区民集会所和室
（和田2-31-21）

12 387

＜15周年行事＞　5月20日
参加者へ、くじ引きでのプレゼントあり
参加者は親子25組

子育てきずな
サロン プ

チ・シュシュ

第4木曜日
午前9時30分

　　〜11時30分

井草地域区民センター
（下井草5-7-22）

11 134

きずなサロン
きみのいえ

第2月曜日
午後2時〜4時

自宅開放（土宅）
（上井草1丁目）

0 0

<七夕まつり>　7月8日開催

きずなサロン
Garden

第2木曜日
午前10時30分

　〜午後1時30分

南荻窪1-40-14
8月から休止中

0 0

きずなサロン
わ西永福

第3土曜日
午前11時

　　　〜午後3時

すぎなみ１５１
（永福4-19-4 2-C）

12 107

きずなサロン
ひまわり

毎週水曜日
午後1時〜4時

和田1-69-12 47 550

きずなサロン
みんなの広場

ほっぺ

毎週火曜日
（祝日はお休み）

午前10時30分
　〜午後2時30分

荻窪家族レジデンス
（荻窪4-24-18）

44 665

高円寺北みんな
のひ・ろ・ば

第3土曜日
午前10時〜12時

高円寺二丁目町会会館
（高円寺北2-2-21）

10 63

子育てきずな
サロン
ままころ

毎月第1･2･3･4木
曜日（不定期）
午前10時〜12時

もしくは
午後1時30分

　　〜3時30分

ゆうゆう阿佐谷館
（阿佐谷北2-18-17）

42 1138

<5周年記念>11月5日　お花をプレゼント

きずなサロン
みちくさ

毎月第1･3日曜日
午後2時〜4時

自宅開放（村田宅）
(高円寺北2丁目)

10月に終了
13 128

－8－



27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

(4)小地域福祉
活動推進事業

<ミニイベント>
毎回、警察署や地域の方の講話や手芸、マジック披
露などのイベントを開催

高井戸東
きずなサロン

ふじ

毎月第3水曜日
午後1時

　　　〜3時30分

自宅開放（秋山宅）
（高井戸東3丁目）

12 42

きずなサロン
交流ひろば

毎月第4日曜日
午後1時30分

　　　　〜4時

阿佐谷北三丁目都営住
宅集会所

（阿佐谷北3-33-26）
11 91

いぐさきずな
サロンYY

毎月第1木曜日
午後1時〜3時

自宅開放（中川宅）
（井草1丁目）

10 208

<ミニイベント>
毎回、アロママッサージ、道路交通法講習会、クリ
スマスリース作りなどのイベントを開催

上荻きずなサ
ロン　りーふ

毎月第2木曜日
午前10時〜12時

学習塾リーフプログレ
ス荻窪校（上荻1-18-
12　春木家ビル4階）

9 31

下井草駅前き
ずなサロン

毎月第2土曜日
午後2時〜4時

グリーンデイ下井草
（下井草3-39-21）

12 157

阿佐谷南きず
なサロン虹

毎月第2木曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

阿佐谷南一丁目
東町会集会所

（阿佐谷南1-3-24）
12 248

西荻北
きずなサロン

毎月第2火曜日
午後1時〜4時

自宅開放（鈴木宅）
（西荻北5丁目）

12 223

<ミニイベント>
毎回、絵手紙教室、かき氷・ところてんの会、医師
による健康講座などのイベントを開催

１　地域福祉推進
　　事業

きずなサロン
花

毎月第2日曜日
午後1時〜3時

デイサービス龍宮城
（阿佐谷南2-5-2）

12 85

〈生演奏を楽しむ会〉6月14日
フルート、ピアノの生演奏を聴く

西荻南
きずなサロン

毎月第3日曜日
午前10時〜12時

西荻南区民集会所
（西荻南3-5-23）

<相撲甚句イベント>　６月14日(日)
南陽園の入居者の皆さんもお招きして開催

12 531

きずなサロン
in高円寺コモ

ンズ

毎月第3日曜日
午後1時30分

　　〜4時30分

高円寺コモンズ
（高円寺南3-66-3）

6月で終了
3 29

きずなサロン
宮三・ほっぺ

毎月第2・4金曜
日

午前11時〜3時

希望の家 WORK HOUSE
（宮前4-29-17）

23 101

高井戸
きずなサロン

毎月第2日曜日
午後1時〜4時

浴風会南陽園１階
（高井戸西1-12-1）

9 53
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

(4)小地域福祉
活動推進事業

★

★

★

★

 (2)サロン参加に向けた情報発信
  ・きずなサロンリーフレットの改訂版を作成した。情報を更新し、
　  8月に各団体・機関へ発送および窓口での配布を行った。
  ・きずなサロン開催日カレンダーを作成した。2か月ごとのカレン
  　ダーを作成し、杉並区社会福祉協議会のホームページ及びボラン
  　ティアセンターホームページへ掲載した。また、1か月ごとに社会
　　福祉協議会ロビーにて掲示および配布を行った。

 (3)交流会や関係機関との連絡会
　・4月21日：東ブロックケア会議でのサロン説明（ケア24東ブロック）

　・7月23日：阿佐谷地域懇談会への参加
　　　　　　（ケア24阿佐谷主催：会場　河北総合病院）
　・12月15日：ケア24南荻窪地域懇談会に参加（ケア24南荻窪）
　・2月19日：ケア24南ブロック自主研修会に参加（ケア24浜田山）
　・3月25日：善福寺・西荻北ニーズ調査報告会に参加
　　　　　　　（おでかけサービス杉並、オープンリビングけやきの見える家）

（4）きずなサロン運営のい・ろ・はの開催
　きずなサロンの普及拡大を目的とし、新規立ち上げ希望者がきずな
サロンの理解を深められるよう、運営者との交流を取り入れた説明会
を実施した。
　・第1回　6月25日　参加者18名
　・第2回　9月30日　参加者4名
  （次回開催予定までの間に、要望があったため、臨時で実施）　
　・第3回  11月9日　参加者4名
　(すぎなみ地域福祉フォーラム参加者のニーズを受けとめるため臨時開催)

　・第4回  1月26日　参加者9名

１　地域福祉推進
　　事業

高円寺南
きずなサロン
ひとつな

毎月第3木曜日
午前11時00分

　〜午後2時00分

高円寺フリースペース
ヒトツナ

(高円寺南3-23-16)
1月から開催

3 33

第3金曜日は、初心者マージャン教室を開催

方南和泉
きずなサロン

峰

毎月第3木曜日
午後2時00分

　　　〜4時00分

ホワイト・ホース
(方南2-13-11)
10月から開催

6 85

きずなサロン
A・J

毎月第2水曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

　自宅開放（原田宅）
（阿佐谷北6丁目）

4月から開催
12 130

清水きずな
サロン

毎月第1･3金曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

自宅開放（中吉宅）
(清水1丁目)
10月から開催

11 159

きずなサロン
めだか

毎月第3水曜日
午後1時30分

　　　〜3時30分

阿佐谷北三丁目都営住
宅集会所

（阿佐谷北3-33-26）
11 133

きずなサロン
ヴィラCafé
本天沼

毎月第3水曜日
午後2時30分

　　　〜4時30分

ヴィラフォーレ荻窪
（本天沼3-34-20）

7月から休止中
5 0
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

 （5）運営者への研修会・交流会の開催
・第1回
　運営者同士で運営上の課題共有や、サロンを発展させることを目的
に、情報共有や交流をしながらグループワークを行った。
　実施日：7月29日（水）     会場：細田工務店リボン館　　
　参加者：21サロン　35名　
　進行：樋口容子さん（オープンリビングけやきの見える家代表）
  内容：グループごとに、テーマに応じてワークを行った。「オープン
　　　　リビングけやきの見える家」の実践報告を聞き、今後のサロン
　　　　活動の参考とした。

・第2回
　障害のある方も地域で生活する仲間という意識を強めていただくことを

目的に講座形式の研修を行った。その後、運営者同士の交流会を行った。

　実施日：2月15日（月）     会場：杉並保健所地下講堂
　参加者：15サロン　35名
　講師：春山陽子さん（すまいる高井戸センター長）
　内容：誰もが集えるサロンにするために、障害のある方も心地よく
　　　　過ごせるよう、障害特性を理解する。

 （6）まちづくり博覧会への参加
　まちづくり実行委員から参加の呼びかけがあり、開催地である阿佐谷
にある5つのサロンが合同でサロン出展した。
　実施日：3月13日（日）     会場：阿佐谷地域区民センター
　内容：コーヒーの提供、各サロンのワークショップ、サロン紹介の展示

　参加団体：ままころ、ハート to Heart、虹、交流ひろば、めだか

２　関係機関との連携強化

　（1）杉並区民生委員児童委員協議会
　　各地区民生委員・児童委員と協働で地域福祉の増進を図った。
　　・会長協議会（11回）、13地区協議会（10回）に出席、
　　　社協からの連絡、依頼、報告を行った。
　　・自主研修の支援
　　　地区内外研修先や研修レポートの相談に対応した。
　　　また、自主研修などに参加して、連携を強化した。
　　・民生委員児童委員大会を杉並区と共催し、当日の運営協力を
　　　行った。（2月5日、於：セシオン杉並ホール）

　（2）杉並区町会連合会
　　・常任理事会（10回）、17地区町会連合会（7回）に出席、社協
　　　からの連絡、依頼、報告を行った。

　（3）板橋区社協サロン説明会の視察

　 (4)東京都社会福祉協議会「地域福祉フォーラム」
　　・東京都社会福祉協議会から依頼を受け「地域福祉フォーラム」
　　　の実施にあたって実行委員会へ職員1名派遣。
　　　実行委員会：8回　実施日：1月30日（土）

　 (5)生活支援体制整備連絡会準備会
　　・杉並区高齢者施策課から依頼を受け、地域包括ケアシステムの

　　　構築にあたって「生活支援体制整備連絡会準備会」に職員1名派遣。

　　　準備会：8回　　連絡会：4回

１　地域福祉推進
　　事業

(4)小地域福祉
活動推進事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　車いすが必要となったときに近隣で借りられるように、地域と協力
して貸出事業を行う。
１ 短期の車いす貸出及び貸出拠点の拡充
　民生・児童委員ほか、ケア24、商店会等にも拡充

取扱者 　　 拠点数  保管台数
民生・児童委員 168所
社協（あんさんぶる） 1所
ケア24 16所
商店会 4所
町会・自治会 15所
その他 9所

合計 213所

２ 快適、安全な利用のためのメンテナンス
　修理(14台)、廃棄(5台)、その他随時、新しい車いすへの交換等を
行う。

　地域の絆向上につながる活動を応援するため助成事業を行う。 5,016 4,415 601

１ 地域福祉活動費助成事業の実施
    ・助成総額：　4,975,284円
　　（チャレンジ応援：1,992,119円　定例活動活性化：2,983,165円）
　  ・助成件数 47件（応募 54件）
　　チャレンジ応援助成（満額助成: 4件　減額助成:12件）
　　定例活動活性化助成（満額助成:14件　減額助成:17件）
　  ・審査委員会：3月23日開催（28年度助成分審査を実施）
　　・助成対象事業の視察（11団体）

　小地域でケア24がもつ既存のネットワークを活用し、地域での孤立 131 9 122
防止や災害時の共助などとなるような多世代がつながる、顔がつながる
地域づくりをめざし、地域の若者から協力者を募り、交流促進を行う。
１ 地域支援ネットワーク
　社協として戦略的事業展開を行うために、日本社会事業大学・
菱沼准教授とアドバイザー契約を交わした（年４～５回程度の
アドバイス）。
　また下高井戸地域における地域課題の把握と「ささえあう仕組
みづくり」の構築のためのフローチャートを作成した。

　地域の福祉課題等を取り上げ、ボランティア学習・福祉教育の推進 184 180 4
を図る。
１ 模擬体験セットの貸出の周知PR
　地域福祉活動啓発事業の一環として、体験用に車いす・高齢者
模擬体験セットを貸し出す。

体験セット 　所有数
模擬体験セットⅠ
模擬体験セット(ｷｯｽﾞ)
車いす
点字練習器
白杖
アイマスク

合計

２ ボランティア学習、福祉教育のプログラムの企画協力
　(1)プログラムの提供
   ・明治大学「ボランティア入門講座」ボランティア講話
   ・立教女学院短期大学「サービスラーニング講座」
   ・都立豊多摩高校「奉仕の授業」

295 1814

40 780
6 56
16 43

件数
183 622
34 209

16 104

(5)車いす
　 貸出事業

(7)ネットワー
  ク推進事業

(6)地域福祉
   助成事業

15件 
13件 

33本
40個

103件

貸出件数

20セット 37件

10台
48台

29件 
9件 

(8)福祉教育
   推進事業

１　地域福祉推進
　　事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

   ・三菱東京UFJ銀行「新人研修」
   ・都立西高校「奉仕の授業」
   ・学校教育コーディネーター対象の研修
   ・都立農芸高校「奉仕の授業」
   ・大宮中学校「福祉体験授業」
   ・松ノ木中学校「一人ひとりの違いと同じを認めあうこと」

・高井戸小学校「バリアフリー教室」
・向陽中学校「認知症介護体験プログラム」
・杉並和泉学園中学校「ボランティアについて」ボランティア講話

　(2)障害当事者等の講師紹介
   ・松ノ木中学校に視覚障害者支援総合センター職員を紹介

・松ノ木小学校に視覚障害者支援総合センター職員を紹介
・高井戸第三小学校に点訳サークルさざんかを紹介
・荻窪中学校に視覚障害者支援総合センター職員を紹介
・宮前中学校にコミュニティーサイン推進委員会を紹介
・永福小学校に視覚障害者支援総合センター職員を紹介
・桃井第二小学校に視覚障害者支援総合センター職員を紹介

　災害発生時におけるスムーズな被災地支援活動をめざして、関係機関 801 1,223 △ 422

と連携しながら平常時から体制づくりに取り組む。
１ 災害ボランティアネットワークの構築
　(1)災害発生時における被災地支援活動を行うネットワークの構築
  ・区関係部署と災害ボランティアセンターの開設場所について検討。

２ 災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座
　(1)第3期災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座の実施
   ・昨年度に引き続き、災害ボランティアセンターの運営に従事
　　 できるスタッフを養成するための連続講座を開催した。
　　 全8回連続講座（受講生15人）
　日時：【第1回】平成27年6月20日～【第8回】平成28年1月23日
　内容：講義及びワークショップ、被災地での支援活動等

日時 内容 講師

12人

・オリエンテーション
・講義Ⅰ「杉並区の震災対策」
・講義Ⅱ「災害時要配慮者支援」

武田　護さん
浅川祐司さん

9人

7月19日
・講義Ⅲ
「多様な視点で災害活動
              に取り組む」

浅野幸子さん
10人

（1～2期生8
人も参加）

6月20日

9月5日
・フィールドワークⅠ
「防災まち歩き体験」

福田信章さん
13人

（1～2期生5
人も参加）

9月26日
～27日

・フィールドワークⅡ
　南相馬市支援活動＆交流活動

南相馬市の
住民他

9人

8人
（1～2期生20
人も参加）

11月21日
・講義「震災救援所の機能・
　　　　　　役割について」
・防災倉庫の見学

立入聖堂さん
10人

(1～2期生18
人も参加

12月19日
・災害ボランティアセンター
  立ち上げ設営＆運営訓練

14人
(1～2期生19
人、運営委員
5人も参加）

1月23日 ・振り返り

2月27日
・オプション企画
「西宮中震災救援所合同立ち上
げ訓練」

出席人数

(9)災害
  ボランティア
  センター事業

１　地域福祉推進
　　事業

(8)福祉教育
   推進事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

３　災害ボランティアセンター運営スタッフ・スキルアップ講座
　災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座の修了生
（1～2期生）を対象に「防災まち歩き」を企画立案するためのトレー
ナー養成研修を行った。
　：8月15日（土）～22日（土）　2日間開催日：8月15日（土）・22日（土）　2日間

会　場：セシオン杉並3階　第8～10集会室
講　師：福田信章さん（東京災害ボランティアネットワーク）
参加者：26名
内　容：まち歩きのポイント、地域情報の収集方法、マップづくり

　杉並区が災害時要配慮者支援として位置づけた｢地域のたすけあい 237 455 △ 218

ネットワーク(地域の手)｣の震災救援所運営連絡会の活動を支援する
ため､これまで築いてきた民生・児童委員をはじめとする地域のネット
ワークや専門性､ボランティアセンターのノウハウを活かし､研修の実
施等を通じ､安否確認・避難支援行動を想定したアドバイス等を行う。

１ 個人情報保護研修の実施

・ 9月 4日　杉並区民生児童委員協議会実務研修

・ 9月15日　桃井第五小学校震災救援所　参加3名

　 ・ 9月15日　阿佐谷南一丁目東町会　参加10名

　 ・ 9月29日　馬橋小学校震災救援所　参加6名

・10月17日　東二会　参加24名

・10月27日　井荻小学校震災救援所　参加25名

・12月 8日　永福和泉地域区民センター　参加7名

・ 1月21日　あんさんぶる荻窪　参加2名

・ 2月16日　杉並区役所　参加18名

２ 震災救援所救護支援部に対する避難支援会議の設置・支援
   ・65カ所ある震災救援所から、上半期は避難支援会議の
　　 要請はなかった。

・3月5日　杉並第二小学校震災救援所 救護支援部会議に参加

　区内のボランティア・地域活動の把握に努め、地域で問題を抱えて 3,692 4,839 △ 1,147

いる人や地域課題に取り組む団体や組織と、地域のために何かしたい
という人のコーディネートを行うことにより、ささえあう地域をつく
る。

１ コーディネート事業
 (1)“はじめてのボランティア”説明会の開催
   ・ボランティア活動希望者対象の説明会
　これからボランティア活動をしようとする方たちを対象に､参加者
　との距離を縮めるために､少人数制で開催した｡また､幅広い層の参
　加を狙い時間帯を変え､1日３回(10時～､13時～､19時～)開催した｡

①ボランティアとは（４原則）

②活動を始める際の注意点

③情報提供の時間

5 2

 参加人数

10時 13時 19時

8月25日 1 5 3

6 3 1

6月23日

9月29日 6 1 2

11月24日 4 6 4

12月15日 3 3 0

1月19日 7 7 0

7 7 4

45 35 15

※質問には随時答える 2月17日

1

0

内　　　　容 日　程

オリエンテーション 4月28日

④ボランティア保険の説明

7月28日 6 1

(11)ボランティア
   活動推進事業

(9)災害
  ボランティア
  センター事業

(10)たすけあい
  ネットワーク
  事業

１　地域福祉推進
　　事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

 (2)ボランティア・地域活動見本市の開催
第1回見本市開催

   日時：5月23日（土）午前11時から午後3時まで
   会場：セシオン杉並　3階　第8・9・10集会室

   参加団体：20団体
　 来場者：278名
   ・大人塾まつりと同時開催したことで、多くの来場者があり、
　　 PR効果があった。

第2回見本市開催
 日時：10月25日（日）午前11時から午後3時まで
 会場：西荻地域区民センター　3階　第3･4集会室
 参加団体：12団体
 来場者：151名
・地域福祉フォーラムと合同開催。
第3回見本市（ボランティア・地域福祉活動見本市mini）開催
 日時：3月9日（水）午後1時から午後4時まで
 会場：ゆうゆう久我山館
 参加団体：12団体
 来場者：93名

 (3)特技を活かしたボランティア登録及び｢特技ボランティア発表会｣
　活動先となる福祉施設等へ特技ボランティアの紹介と特技披露
  の場の設定
   ・コーディネート件数　37件
   ・活動件数 36件
　　（ただし、センターに特技さん、施設からの活動報告の件数）
   ・「特技ボランティア発表会」の開催

 日時：6月26日（金）
 会場：あんさんぶる荻窪
 参加団体：5団体
 福祉施設ボランティア受入担当者連絡会と同時開催したことで、
 受け入れる施設担当者に直接ＰＲすることが出来た。
・社会教育セミナー協力
 3月19日（土）10時～12時「豊かな暮らしにつながるシェア会議」
 特技さんの取り組み紹介と特技さんによる活動の披露

２ 人材養成・研修事業
 (1)受入先のボランティアコーディネート体制の充実、連携強化
　福祉施設及びボランティアグループなど対象別のボランティア
　コーディネーター研修の開催
　①「ボランティア受入担当者連絡会」の開催
  日時:6月26日（金）午後2時から5時まで
　会場：あんさんぶる荻窪
　参加：区内福祉施設(高齢者施設・障害者施設等)　施設30名
　内容：各施設間で情報交換を行った。
　　　　「特技ボランティア発表会」を同時に開催した。
　②「受入施設・団体の理事長・施設長向け研修」の開催
  日時:9月28日（月）午後2時から5時まで
　会場：あんさんぶる荻窪
　参加：区内福祉施設(高齢者施設・障害者施設等)　施設13名
　内容：施設でボランティアを受け入れる意義、及びボランティア
        コーディネート論について研修を行った。

 (2)ボランティア・セミナーの開催
　中学、高校、大学生対象の夏休み期間中のボランティア体験学習
　対象：中学生・高校生・大学生・勤労者等(30歳位まで）
   ・申込み及びオリエンテーション
     7月11日、7月15日、7月17日、7月25日、8月1日、8月7日

１　地域福祉推進
　　事業

(11)ボランティア
   活動推進事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　・セミナー実施
　　7月21日から8月31日まで
　　それぞれの活動先でのボランティア体験学習

【参加者数】 　

【ボランティア実践学習　受入施設･団体数】

　・まとめの会
　　日時：9月6日　午後2時から4時まで
　　会場：杉並区役所　参加者：26人
    講師：かめおかゆみこさん（ワークショップファシリテーター）

　・ボランティアセミナーオープンメニュー
　　通常のプログラムのほかに一般区民対象に障害のある方との
　　コミュニケーションを学ぶ講座を開催した。
　　「きほんのき」　手話コース
　　日時：7月22日、24日、27日、28日、31日　　参加者：81名
　　「きほんのき」　点字コース
　　日時：8月17日、18日、19日 参加者：19名

３ 情報の収集と発信・提供
 (1)情報紙｢ボラン・て｣の編集・発行
　　毎月10日、5,200部発行
　　情報掲載数：169件（月平均14件）

 (2)ホームページの運営
  　常に新しい情報を発信する。
　　情報掲載数：259件（月平均43件）
　　アクセス数：634,437件（月平均52,870件）

中学生 70

高校生 38

2

大学・専門学生 17

勤労者等 2

計 127

0 0 108

子ども 高齢者 障害児・者 国際交流

69 20 16

医療 芸術 防犯 計

1

　会場：杉並区役所分庁舎

 (3)傾聴ボランティア講座の開催
　①傾聴ボランティアフォローアップ講座の開催
　日時：11月4日(水)午後1時30分から4時30分まで
　会場：あんさんぶる荻窪
　参加：杉並区内で傾聴ボランティアとして現在活動している方　29名

　参加：区内在住・在勤・在学の方で、受講後、傾聴ボランティア
　　　　として活動ができる方　27名
　内容：理論と体験学習により、傾聴ボランティアに必要な知識と
　　　　技能を学んだ。
　講師：特定非営利活動法人P.L.A

　内容：ロールプレイや質疑応答などに現在の活動を振り返った。
　講師：特定非営利活動法人P.L.A

　②傾聴ボランティア養成講座
　日時：1月26日、2月2日、2月9日、2月16日、2月23日

 午後1時30分から4時30分まで（第5回のみ午後2時から4時まで）

１　地域福祉推進
　　事業

(11)ボランティア
   活動推進事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

４ ボランティアセンター運営
　活動を希望する個人や、組織・団体の相談に応え、コーディネート
を行うことにより、社会参加の機会創出と、地域貢献活動の促進を図
る。また機材貸出等の活動者への支援を行うほか、多彩な活動が展開
されるようにボランティア活動の環境を整え、充実させた。

 (1)運営委員会

 (2)専門委員会

 (3)窓口等による相談対応
　　・活動相談　総計1,198件

 (4)センター利用のための団体登録、個人登録

定期的に情報誌を自宅に送るための情報通知登録を行った。
・センター登録　個人：256名　団体：91団体

 (5)活動器材の貸出
　①器材の貸出
　・リソグラフ：120件 ・点字プリンター：35件
　・大判プリンター：53件 ・くま着ぐるみ：2件

 (6)保険加入の支援
　ボランティア保険の加入事務
　・加入者数9,305名　総保険料3,428,400円　
　（26年度：加入者数9,183名、総保険料3,470,800円）

「ボラン・て」の編集及び企画
開催回数：12回、出席者：延べ45人

広報部会

ボランティア・地域活動見本市等研修の企画検討等
開催回数：3回、出席者:延べ9人

研修部会

5月26日 平成26年度事業報告及び
平成27年度事業予定について13人参加

10月27日 平成27年度上半期事業報告
平成27年度下半期の事業について11人参加

ボランティア募集依頼 72

調査部会
今後の調査・研究についての検討
開催回数：3回、出席者：延べ16人

1月26日
平成28年度の主要事業について

10人参加

3月22日 平成28年度センター事業について
平成28年度センターの体制について10人参加

136

　寄付 16

情報提供希望 83

センターに関する相談 229

個別ケース 170

　使用済み切手

　災害支援に関する相談 5

　助成金 2

  その他、意見・要望など 94

26

　ボランティア・行事保険

合計 1,198

・センターの利用を前提に団体登録を進めた。個人に対しては、

特技さんに関する相談 67

情報掲載依頼 50

開催日 内　　容

相　談　内　容 件数

ボランティア活動をしたい 248

１　地域福祉推進
　　事業

(11)ボランティア
   活動推進事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　判断力が十分でない障害者や高齢者、重度身体障害者に対して、 2,797 3,173 △ 376

福祉サービスを利用する際の手続きや、郵便物等書類の確認、日常
の金銭管理などを行う。また、成年後見センターや行政、ケア24
等と連携しながら、権利侵害を防ぎ、住み慣れた地域で暮らし続けら
れるよう支援する。
（重度身体障害者の方は杉並区の独自契約枠で対応）
１ 適切な相談対応による契約や他制度の紹介
　　(1)相談内容及び件数、契約者支援回数

問合せ
初回相談
相談援助

契約者支援回数

(2)契約件数

新規契約者数
解約者数
平成27年度末現在契約者数 (うち独自契約枠14件)

※解約者の内、成年後見制度利用への移行は6件。

２ 権利擁護の周知普及
(1)出張説明会等

杉並区主催　ケア24、ケアマネジャー等対象　
高齢者の虐待と権利擁護研修
杉並区地域包括支援センター職員研修
職種別研修(社会福祉士)オブザーバー出席
ケア24南ブロック連絡会（社会福祉士）
杉並区高齢者虐待防止連絡会議
杉並区成年後見制度利用推進連絡会

　　(2)講演会
「遺言、はじめの一歩～遺言の基礎を知ろう～」

講師：弁護士　白石光征氏 参加74名
「元気なうちから考えていく安心な老後～今から準備できる

任意後見制度と委任契約～」＊後見ｾﾝﾀｰ共催
講師：司法書士　大槻益弘氏 参加39名

高齢期のライフプラン「知っておきたい、年金、保険の話」

講師：特定社労士　本山恭子氏 参加37名

　　(3)その他
・広報紙「すぎなみ社協」168号（7月10日発行）にて事業周知

３ 関係機関との連携強化
・杉並区成年後見センター運営委員会への出席
　及び業務連絡会実施（毎月）
・ケア２４やケアマネジャーが主催する担当者会議等へ出席(随時）

４ 生活支援員の資質向上
(1)生活支援員研修
・6月29日　地域のたすけあいネットワーク『地域の手』について

講師：杉並社協　地域支援課長
・10月30日事例発表と意見交換会
・2月29日 講義とｸﾞﾙｰﾌﾟ演習「事例検討～ともに考えよう

本人主体の支援～」＊城西ﾌﾞﾛｯｸ合同
講師：ルーテル学院大学　福島喜代子教授

(2)その他
　　・緊急時マニュアルを作成

※生活支援員：一般区民から募集し、研修修了後に社協と雇用契約を
　交わし、生活費のお届けや郵便物の確認等の支援活動をする。

2月26日

区分 人数
36
51
150

11月27日

7月23日

2月3日

１　地域福祉推進
　　事業

(12)地域福祉
権利擁護事業
（福祉サービ
ス利用援助事
業含む）

7,252

2,887

相　談　内　容 件数
52
115

相談合計

1月25日
9月18日

7月22日

5月18日

7,085
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　杉並区内に暮らしている判断力の十分な高齢者や障害者等で、 6,739 4,268 2,471

支援可能な親族がいない方を対象とした、杉並社協の独自事業。
十分な判断能力のあるときに支援方法を決めて契約し、急な入
院等必要時に金銭の管理や必要なサービス利用の手続き、保証
人機能などを担い、地域で安心して暮らしていけるように支援
する。（毎月電話での安否確認、3か月毎の訪問）
　昨年度からの事業検証をもとに、事業内容等を検討・見直し、
新制度導入を進める。
１ 新制度の導入

・審査会での審議
平成28年4月に向けた変更内容について、第1回(6月23日)審査会で
審議、第2回(10月20日)審査会で承認を受けた。また、3月末まで
に契約中の利用者への説明を行った。

２ 契約者支援と相談対応

契約前相談
契約者訪問・電話・来所
関係者・関係機関との連絡調整
資料送付
死後事務
情報提供・聞き取り
他機関つなぎ
苦情
その他

新規契約者数
解約者数
平成27年度末現在契約者数

制度開始からの契約者累計

３ 関係機関との連携強化
　 ・ケア24を中心とした関係機関への事業説明
　　　ケア24やケアマネジャーが主催する担当者会議等へ出席(随時）

　日常生活を送る上で手助けの必要な人（利用会員）の自立を援助 23,027 23,949 △ 922

するために、訪問して家事や介護をする人（協力会員）の登録を行
い、区民相互の助け合いの活動を地域の中で行う。
　協力会員となりうる区民にＰＲ活動を行い、参加を促すために
事業案内を作成し、機会のあるごとに周知に努める。
　利用相談に対しては訪問し、状況把握の上適切な案内を行う。

☆１ 相談援助及び会員の登録
　　・相談に対して必要な情報提供を行い、入会希望者に実態把握の
　　　ため訪問を行った。
　　・活動に協力する会員の登録を行った。
　　・家事援助サービス及び介護援助サービスを提供した
 (1)新規相談件数　　　　： 318件（8％増）
 (2)新規訪問件数　　　　： 134件（26％増）

（事業内容を説明し、入会・利用を確認するための訪問)
 (3)経過訪問件数　　　　： 69件（50％減）

（状況把握を兼ねて行った訪問)
 (4)協力会員紹介訪問件数： 117件（16％減）※うち組合せ成立106件

（協力会員を紹介するために行った訪問)
 (5)会員の登録
　・利用会員登録数：　341人（退会　91人　新規　113人）
　・協力会員登録数：　357人（退会　41人　新規　71人）

0
15

4
28

39

相談合計 926

区分 人数
5

6
0
2
14

相　談　内　容 件数
202
514
173

(14)ささえあい
　サービス事業

※入退院支援
3人延べ16回含む

１　地域福祉推進
　　事業

(13)あんしん
　　未来支援
　　事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

 (6)ささえあいサービスの実施

２ 研修と交流会
　　・登録時研修、フォローアップ研修等、協力会員に必要な
　　　研修を行った。
　　・交流会を開催し、会員間の情報交換・交流を進めた。
 (1)登録時研修：　8回（参加者延45人）

 (2)フォローアップ研修

 (3)協力会員交流会：　2回（参加者11人）
第1回 バルーンアート教室を実施終了後、参加した感想等

を中心に意見交換を行った。
・ 実施日：6月9日

第2回 池袋防災館での防災体験ツアー。終了後、参加した感想等
を中心に交流を行った。

・ 実施日：10月30日

３ 情報提供とＰＲ
　　・情報紙「ささえあい」を発行し、会員に情報提供を行った。

・ 利用会員向け　4回（4月、7月、10月、1月）
・ 協力会員向け　12回（毎月）

 (2)「広報すぎなみ」に協力会員募集記事の掲載
・ 4月、5月、6月、8月、10月、11月、12月、2月の8回、記事

掲載を行った。

 (3)南北バス「すぎ丸」の車内に協力会員募集チラシの掲示
・ 実施日：6月、8月、11月、12月、1月 それぞれ1ヶ月間（各160枚）

 (4)出張説明会の開催
・ 実施日：7月28日　方南会館　午前・午後2回開催　6名参加
・ 実施日：3月23日　久我山会館　午前・午後2回開催　10名参加

 (5)区内有償家事援助サービス団体との情報交換会
・ 実施日：1月27日(水)　午前10時から正午
実施団体10団体中、9団体が参加
サービスの実施状況を事前にアンケート調査し、情報交換を行った。

４ サービスの向上
　　・介護保険法の改正等に伴い、社会資源の開発等が求められる
　　　なか、ささえあいサービスの今後のあり方について検討した。

ささえあいサービス未来会議（全5回）
　　　・ 第1回　平成27年9月25日

・ 第2回　平成27年10月22日
・ 第3回　平成27年11月16日
・ 第4回　平成27年12月25日
・ 第5回　平成28年1月29日
・外部委員3名の協力をいただきサービスのあり方について
  意見を求めた。

家事援助サービス
(食事の支度､掃除等)

7,893回
(前年度比　1％増)

12148.5時間
(前年度比3.8％減)

介護援助サービス
(食事の介助､補助等)

1183回
(前年度比 11.2％増)

2882時間
(前年度比0.2％増)

回想法講座 2月6日 13

外出介助研修
6月18日 13

11月11日 7

高齢者の心や体の変化 9月10日 12

講座名 日程 参加人数

サービス 派遣回数 派遣時間
１　地域福祉推進
　　事業

(14)ささえあい
　サービス事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　区民の子育てを支援するために、子育ての手助けがほしい人 3,779 4,670 △ 891

（利用会員）と手助けができる人（協力会員）が会員となり、
地域の中で援助活動を行う。
　区民の協力活動への参加を促すために、出張型の説明会を引き続き
実施する等ＰＲ活動に努める。
☆１ 相談援助及び会員の登録
　・相談に対して必要な情報提供を行い、入会希望者に面接を行った。
　・活動に協力する会員の登録を行った。

 (1)会員の登録
  ①利用会員：1,407人（退会　568人、新規　572人）
  ②協力会員：  356人（退会　114人、新規　61人）
  ③両方会員：  　4人（退会　5人、新規　3人）

 (2)活動状況について
　・活動回数：  　6,687回
　・総活動時間：　 11,581時間26分

保育所･学校等の送り、迎え

保育所・幼稚園・学校の登園、登校前の預り及び送り

保育所・学校等休みのときの援助

保育所等施設入所前の援助

子どもの病気時の援助

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助

保護者等の求職活動中の援助

保護者等の買い物等の外出の場合の援助

保護者の出産や病気、急用などの場合の援助

事前打合せ

その他

２ 研修と交流会
　・協力会員向け出張説明会を行った。
　・登録時研修、ステップアップ講習会、フォローアップ
　　研修会等、協力会員に対して必要な研修を行った。
　・交流会を開催し、会員間の情報交換・交流を進めた。

 (1)研修会

子どもと楽しむ絵本や手遊び
9月29日 16

読み聞かせの会　小川代表・森氏

ファミリーサポートセンター活動事例発表会
11月26日 14

保育園見学実習

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

1月13日
・19日

5
協力：上井草保育園、和泉保育園、善福寺保育園

55

フォローアップ研修

平成26年度の実績報告と
6月30日 16

協力会員の交流と体験談の共有

ステップアップⅡ講習会 3

参加人数

登録時研修 8 59

ステップアップⅠ講習会 5 82

研修・講習会等 実施回数

301

512

441

66

活動回数総計 6,687

51

31

0

207

1

保護者等の冠婚葬祭による外出、 他の子どもの学校行事の場合の援助 30

活　動　内　容 回数

1,170

195

保育所・学童保育等からの迎え及び帰宅後の預り又は預かりのみ 3,682

(15)ファミリー
    サポート
    センター
    事業

杉並区保健福
祉部子ども
家庭支援
センター

１　地域福祉推進
　　事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

 (2)交流会
第1回、第2回ともに交流会は、フォローアップ研修と同時開催

フォローアップ研修の感想と、活動についての意見交換を行った。
・ 実施日：6月30日 （参加者：16人）
・ 実施日：9月29日 （参加者：16人）

３ 情報提供とＰＲ
 (1)情報紙の発行

情報紙「杉並ファミサポ通信」を奇数月に作成し、利用会員・
　　　協力会員・関係機関等に送付した。

 (2)ポスター、チラシの配布、掲示
　①「広報すぎなみ」に協力会員募集記事の掲載

・ 7月、9月、11月、1月、3月の5回、記事掲載を行った。

　②区内関係機関
・ 利用を希望する世帯への便宜を図るために、「利用の手引き」

の配布を依頼した。 利用の手引き： 1,000冊

 (3)出張説明会の開催
・実施日：7月22日　井草地域区民センター　午前・午後2回開催　

4名参加
・実施日：10月20日　西荻地域区民センター　午前・午後2回開催　

4名参加

４「杉並子育て応援券」への対応
利用会員の応援券による支払いに対応できるように、協力会員

に協力を要請し、社協窓口での換金を行った。
・ 取扱件数：　220件
・ 取扱金額：　1,359,500円（2,719枚分）

◇自立した日常生活が営める65歳以上の方又は65歳以上と60歳以上 1,536 1,010 526

の方で構成されている世帯や身体障害者手帳、精神障害者保健福祉
杉並区都市 手帳もしくは愛の手帳の交付を受けている単身の障害者世帯を対象

整備部住宅課 に、預託金をお預かりし、本人が亡くなられた際の「葬儀の実施」

「残存家財の撤去」を行った。

　・契約件数　　　　　： 21件  （新規申込みは5件）
　・実施件数　　　　　：  1件
　・解約件数　　　　　：  5件

(17)福祉相談 　地域に出向き、積極的に働きかけていくことで、孤立しがちな区民や 122 0 122

どこに相談したらよいのかわからない区民の、地域で暮らし続ける力を

支えるために相談事業を行った。

☆１ 福祉なんでも相談
　　電話や窓口のほか地域に出向き相談を行った。
 (1)相談状況
　①新規相談受付件数

・電話 ：
・来所 ：
・訪問 ：
・その他 ：

総計280件
172件
48件
1件
59件

１　地域福祉推進
　　事業

(15)ファミリー
    サポート
    センター
    事業

杉並区保健福
祉部子ども
家庭支援
センター

(16)高齢者入居
    支援事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　②新規相談内訳（1件あたり複数集計あり）

(17)福祉相談 1 病気や健康管理
2 介護
3 住環境
4 収入・生活費
5 障害
6 家族関係・人間関係
7 法律（相続、土地・建物等）
8 社会貢献（寄附等）
9 家賃やローンの支払い

10 家計管理
11 近所等との関係
12 老後
13 仕事探し、就職
14 制度・窓口など問合せ
15 社会保険・年金
16 子育て
17 ひきこもり・不登校
18 ＤＶ・虐待
19 食べるものがない
20 その他

　③継続相談受付件数

 (2)アウトリーチ型の取り組み
 　・出張相談会等の開催

※印：杉並ワンストップ法務サポーターズとの共催

 (3)PR活動の強化
　・福祉なんでも相談通信2号、3号の発行。
　・ケア24地域ケア会議や地域サロン等に出席、PRを行った（19回）

◇交通機関による事故によって父母等を失った満18歳未満の児童・ 169 169 0

生徒に援護金を支給する。また、高校進学祝金を支給する。
　・関係機関へ周知PRを行った。
　・支給件数：一世帯、2名（新規申し込みなし）

　地域に暮らす低所得者世帯や障害者世帯、日常生活上療養又は 3,759 3,826 △ 67

介護を必要とする高齢者世帯に対し、必要な目的の資金を貸付ける
ことにより安定した生活を送ることができるよう支援する。また、
生活困窮者自立支援法の制度施行に合わせ生活費に困っている世帯
や失業による生活困窮者に対しても状況を把握し、適切に制度に

東京都社会 つなぐことができるよう努めた。
福祉協議会 　①資金貸付の周知

　　・制度変更等を含め新パンフレットを配付し、民生委員・児童
　　　委員へ周知を行った。
　　・教育支援資金について学校への周知を図った。

(18)交通遺児
    援護事業

相談内容内訳 件数
71
37
33
33
28

6

28
21
16
15
12
11

総計774件

開催日 内容/会場（共催先） 件数
7月10日 14

10月6日
ミニ講演会 講師：小倉哲氏（東京YMCAオー
プンスペース〝liby"）

19

1
1
48

相談内容内訳総計 397

9
8
8

4

7

12月4日 街頭相談/荻窪駅北口駅前広場　　※ 39

8

２　生活福祉資金
　　貸付事業

(1)生活福祉
   資金貸付
   事業

3月8日
ミニ講演会 講師：村上朋子氏（NPO法人 ウ
イッシュ・プロジェクト）

街頭相談/高円寺北口駅前広場　　※

１　地域福祉推進
　　事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　　・教育支援資金説明会の開催(2回)
　　　区民・学校関係者・関係機関に向けて説明会を開催し、
　　　経済面で困っていて進学を目指す子どものいる世帯への
　　　案内を強化した。
　　　　第1回：7月22日(水)午後実施

東京都社会 　　　　第2回：9月25日(金)夜間実施

　②低所得者等への支援
　　・世帯の自立及び償還が見込まれる世帯に対し資金の相談と
　　　貸付を行うことで、安定した生活を送れるよう支援した。

*1福祉資金には緊急小口資金は含まず。
*2離職者支援資金は、総合支援資金に含む。

　③償還業務の適切な遂行と滞納者への支援
　　償還完了　31件
　　・東京都社会福祉協議会から発行される償還通知等を送付する
　　　とともに、借受人の償還が適切に進むよう促した。
　　・滞納者世帯の生活状況の把握に努め、必要に応じて救済制度
　　　及び他制度利用へのアプローチを行った。
　　・離職者支援資金・総合支援資金借受人生活状況調査の実施と
　　　希望者への面接の実施。

　④調査委員会
開催日：平成27年7月8日(水)午後1時30分から2時10分まで

　　・事業の実施状況の報告を行った。

◇生活困窮者に対し、応急的・一時的な援護を行なうこと 247 252 △ 5

によって自立更生を助長し、生活の安定と生活意欲の増進
を図る。(貸付窓口：杉並福祉事務所、保健福祉部管理課）
　　・貸付件数：359件
　　・貸付総額：1,860,998円　返還総額：1,636,790円

　住民相互のたすけあいを基調として、住民自らが参加す 311 308 3

る福祉コミュニティを実現するための多様な活動を財政面

から支援する。

１ 歳末たすけあい運動の実施

　　・地域住民が主体となって行う福祉活動や福祉施設が地域

　　　と協働で実施する事業を財政面から支援するため12月1日

　　　から12月31日の間、募金活動を行う。

　　　目標額：12,500,000円（27年度実績　10,631,260円 ： 194件）

*1 福祉資金・教
育支援資金

323 52 1,657 294

108 6 178 57

43 0 154 367

43 0 72 8

4 0 119 4

64 0 48 0
585 58 2,228 730

新規相談
件数

新規貸付
件数

継続相談件数
(貸付・償還)

当会扱い
債権件数

(1)生活福祉
   資金貸付
   事業

緊急小口資金

*2 総合支援資金

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け
不動産担保型生

活資金

その他生活相談等

合計

新規貸付
件数

継続相談件数
(貸付・償還)

当会扱い
債権件数

臨時特例つなぎ資金 2 0 2 ―

新規相談
件数

４　歳末たすけあい
    運動事業

(1)歳末たすけ
   あい運動

３　応急援護事業
(1)応急援護
　 事業

福祉協議会

２　生活福祉資金
　　貸付事業
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

　　・小学校、中学校に12月の街頭募金の協力を呼びかけ、

　　　天沼、高円寺、阿佐谷、荻窪の４つの中学校及び、

　　　杉並第四、杉並第六、杉並第七、杉並第八の４つの

　　　小学校と街頭募金を実施した。

２ 東京都共同募金会地区協力会事務局の運営

　　・事務局として、赤い羽根共同募金活動を行う。

 （1）監査

　・第1回　　5月14日（木）　午後4時から4時30分まで

　　　内容：平成26年度事業報告並びに会計監査の実施

 （2）理事会の開催

　・第1回　　5月26日（火）　午後1時から1時30分まで

　　　議案第 1号　平成26年度事業報告（案）

　　　議案第 2号　平成26年度会計決算報告（案）及び監査報告

　　　報告第 1号　平成26年度歳末たすけあい運動募金　結果報告

　・第2回　　8月6日（火）　午前10時から11時まで

　　　議案第 3号　平成27年度赤い羽根共同募金運動要綱の制定に

　　　　　　　　　ついて

　・第3回　　3月23日（水）　午後1時から1時45分まで

　　　議案第 4号　平成28年度東京都共同募金会杉並地区協力会事業

　　　　　　　　　計画

　　　議案第 5号　平成28年度京都共同募金会杉並地区協力会収支予算

　　　報告第 2号　平成27年度赤い羽根共同募金実績

　　　報告第 3号　平成27年度歳末たすけあい運動募金実績

　　審査の結果、22件 5,230,000円の助成を推せんを行った。

  (4)赤い羽根共同募金運動の実施(運動期間10月1日から12月31日まで)

　・町会連合会常任理事会及び地区町連に出席（17回）

　　募金への協力依頼、小地域福祉活動費配分及び集金

　・目標額　10,330,000円

　・平成27年度募金実績： 8,379,344円（174件）

◇杉並区長寿応援ポイント制度の「長寿応援ファンド」として適切に 14,747 13,704 1,043

管理・運営を行い助成金を交付する。

１　基金の管理
　・平成27年度基金実績　8,803,336円

２　助成交付
（１）長寿応援ファンド助成
　・助成総額　5,843,296円（8件）

◇「東京都受験生チャレンジ支援貸付事業」を補完する事業として、 7,521 0 7,521
中学３年生を対象に学習塾等の受講費用を貸付けることにより、
低所得世帯の子どもを支援する。

　・貸付件数　　　78件
　・貸付総額　　　7,450,300円

６　杉並区受験生
チャレンジ支援貸付
事業

(1)杉並区受験
生チャレンジ支
援貸付事業

(1)長寿応援
   基金の管理

５　長寿応援
    基金事業

４　歳末たすけあい
    運動事業

(1)歳末たすけ
   あい運動

　(3)共同募金　地域配分（B配分）

　・東京都共同募金会杉並地区配分推せん委員会にて22件の申請を受け、

　・杉並区共同募金感謝状要綱に則り対象者に感謝状を送付(410か所)
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２　公益事業

27年度 26年度 増減

　従来事業に加え、地域包括ケア推進員を中心に「認知症対策」「在宅 9,122 9,515 △ 393

医療連携」「生活支援体制整備」などネットワーク構築に取り組む。
　また相談支援事業、プラン作成を行う。

１ 高齢者を支えるネットワークづくり
・南荻窪  (1)地域のネットワークづくり
・梅里 　①ひとり暮らし高齢者等たすけあいネットワーク（地域の目）
・永福 ○あんしん協力員 ○地域連絡会

 (2)広報活動・情報提供
　①ケア24たよりの発行

 (3)介護者支援　家族介護教室の開催

 (4)支援困難事例に関するケアマネジャー支援　地域ケア会議
　　各ケア24単位で開催するもののほか、区内7圏域での在宅医療地域
　ケア会議や近隣のケア24と合同で地域の居宅支援事業所の主任ケア
　マネジャーとの合同企画開催も行った。

２　高齢者総合相談・支援
 (1)総合相談・支援

　地域に住む高齢者に関するさまざま
な相談を受け止め、適切な機関・制度
・サービスにつなぐとともに、必要に
応じて継続的に支援した。

 (2)高齢者実態把握
　高齢者や家族等からの相談を待つだ

けでなく、訪問によって、地域の高齢

者の心身の状況や家庭環境等について
の実態把握を行う。的確に実態把握す

ることにより、支援やサービスを必要
とする人への適切な対応につながった。

 (3)高齢者虐待防止・権利擁護
　行政や関係機関との連携を取りながら、ケース対応を行った。

 (4)介護予防事業
　区内2ブロックの介護予防ケアマネジメント支援会議（地域ケア

会議）を経て、必要なケースについて短期集中予防サービスにつな
げていった。

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

人数 回数 人数
南荻窪 29 南荻窪 12 153
梅里 36 梅里 11 136
永福 34 永福 11 163
合計 99 合計 34 452

発行回数
南荻窪 8
梅里 6
永福 6

回数 人数
南荻窪 7 143
梅里 7 121
永福 7 104
合計 21 368

○相談受付件数
件数

南荻窪 6,586

梅里 1,905

梅里 9,271
永福 5,772
合計 21,629

永福 1,840
合計 5,715

○実態把握件数
件数

南荻窪 1,970

１ 介護保険事業

(1)地域包括支援
　 センター(ケア
   24)及び介護
   予防支援事業

杉並区
保健福祉部
高齢者在宅

支援課
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

  要支援の認定を受けた高齢者に
対し、状態の維持、改善を目標とした
予防プランを作成するとともに、高齢者
自身の生きがいや自己実現のための取り

・南荻窪 組みを総合的に支援した。
・梅里

・永福

　サービスの周知活動をした。
　相談時には必要なサービスを紹介し、申請受付を行った。また、

必要に応じて、訪問をし、支援につなげた。

　介護保険の新規申請、更新申請、区分申請の認定調査を行う。 9,384 9,400 △ 16

１ 区内及び区外の認定調査の実施
 (1)区内・区外調査実績

（指定市町村 調査実績は前年度に比べて5.3％弱減少した。
事務受託法人）

区内調査
馬　橋
南荻窪
永　福

区外調査

 (2)他保険者調査実績
　　杉並区以外の自治体(保険者)と契約を結び、14件の調査を実施した｡

２ 調査員の資質向上
　・調査員11人が東京都の開催した認定調査員現任研修に参加した。
　　（8月）
　・調査員15人が杉並区の開催した認定調査員現任研修に参加した。

　　（10月）
　・調査員全員が本会の実施した個人情報保護研修に参加した。（10月）

　・調査員全員が本会が各事務所で実施した苦情・要望などに関する
　　研修に参加した。(2月）

　子育て支援活動の経験があり、研修を受けた訪問育児サポー 1,190 1,666 △ 476

ターが、子育てに不安感・負担感を感じている１歳未満の乳児
のいる家庭を訪問し、相談・援助を行う。
　対象となる家庭の掘り起しのため、関係機関と連携し事業を
周知する。

１ 相談援助及び訪問活動

　　5年目になり、利用相談をはじめ、すべての件数が増加している。
　前年度に比べ利用が1～2割増加した。
　　訪問育児サポーターによる訪問活動の複数回利用も増加した。

・ 利用相談 件 （前年度比16％増）
・ 利用申込 件 （前年度比18％増）
・ コーディネーター訪問 件 （前年度比19％増）
・ サポーター訪問 回 （前年度比22％増）

件増

3,009 1,053 件減

合計 11,502 638 件減

2,289

前年度比

129 件増
1,118 90

杉並区
保健福祉部
介護保険課

10,384 728 件減
5,086 196 件増

260

３ 訪問育児
   サポーター事業

173
168
168

(1)訪問育児
サポーター事業

保健福祉部
子ども

家庭支援
センター

２ 要介護認定調査
   事業

(1)要介護認定
　 調査事業

 (5)予防給付ケアマネジメント

 (6)高齢者在宅支援サービス

南荻窪 2,979
梅里 2,682
永福 2,384

件　数

１ 介護保険事業

(1)地域包括支援
　 センター(ケア
   24)及び介護
   予防支援事業

杉並区
保健福祉部
高齢者在宅

支援課

件数

合計 8,045
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27年度 26年度 増減

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

２ 研修と交流会
　　サポーター登録数：48人
　①スキルアップ研修

「心の健康とお母さんへの接し方～育児困難感を抱える母に 
寄り添うために～」をテーマに精神保健福祉士より講義を受けた。
・ 実施日：10月29日(木)　参加者：12人

　②交流会
　　登録するサポーターに対して情報交換の場として交流会を開催した。

　　実施日：5月27日（参加者13人）

３ 情報提供とＰＲ

利用対象家庭に対して周知活動を行うため、保健センターや
児童館等にチラシの配布を依頼した。（年間累計：7,706枚）

また、保健センターや児童館等を訪問し、対象家庭や職員に案内
を行った。（13回）

◇保育所施設及び諸整備の充実を図り、円滑な運営を確保 0 0 0

し児童福祉の向上に寄与するため、私立保育所の施設整備
のための資金を無利子で貸付ける。
（限度額　200万円、60ヵ月以内で償還）

・平成27年度　　　0件

　生活に困窮している人に対し、生活保護受給に至る前の段階で 2,237 2,597 △ 360

相談援助を行い、課題が複雑化・深刻化しないよう包括的な支援
体制の基、伴走型の支援を行う。
１ 「くらしのサポートステーション～生活自立支援窓口」の運営
 (1)開設周知
　・リーフレット作成・配布（6,000枚）
　・ポスター（B3サイズ・A3サイズ）作成・配布（計547枚）
　・取材対応　　3件（NHK、共同通信社、すぎなみニュース）
 (2)自立相談支援事業

　・支援調整会議の参加（全体会3回、個別8回）
　・各支援機関との連携のための会議等の開催（随時）
　・職員によるスキルアップのための研修参加（随時）
 (3)住居確保給付金支給対象者の支援

 (4)家計相談支援

２ 各支援機関との連携体制の構築
 (1)フローの作成と共有
　・業務ごとのフローや書式を整備した。
　・相談記録・集計システムを導入した。
 (2)社協内他部署との連携
　・生活福祉資金等と随時連携しながら相談支援を行った。

(1)私立保育所
 施設整備資金
 貸付事業

４ 私立保育所施設
 整備資金貸付事業

３ 訪問育児
   サポーター事業

５ 生活困窮者等
  自立支援事業

(1)生活困窮者
等自立支援事業

杉並区
保健福祉部

管理課

新規件数 延べ対応件数
相談件数 850 5,748

プラン作成件数 109
就労支援対象者 102

新規件数 面接件数
利用件数 66 823

新規件数
利用件数 87

(1)訪問育児
サポーター事業

保健福祉部
子ども

家庭支援
センター
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３　収益事業

27年度 26年度 増減

◇収益を社会福祉事業もしくは公益事業の経営に充当するため、 3,186 2,962 224

杉並区役所及びあんさんぶる荻窪内に自動販売機を設置する。
　新たな自動販売機の設置を検討し、自主財源の確保を目指す。

収益：3,043,900円
＜管理＞

１　自動販売機設
置事業

(単位：千円）

事業名 事　　業　　内　　容
決　　算

(1)自動販売機
設置事業　◇
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